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国
道
254
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
水
田
地
域
に
産
業
系
企
業
の
誘
致
を
図
る

た
め
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
地
域
が
農
業

振
興
地
域
で
あ
る
た
め
、
生
産
量
の
減
少
分
を
補
う
農
業
振
興
策
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
全
体
の
新
た
な
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
る
学
校
運
営
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
し

た
り
、
教
育
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
と
い
っ
た
、
地
域
と
と

も
に
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
取
り
組
み
で
す
。

平成27年度政務活動費支出状況
会派名 人数 交付金額 支出金額 差引金額 返還額

青　 藍　 会 9 990,000 1,010,925 △ 20,925 0

日本共産党 5 550,000 554,494 △ 4,494 0

公　 明　 党 4 440,000 340,761 99,239 99,239

無　 所　 属
1 110,000 7,000 103,000 103,000

1 110,000 880,000 △ 770,000 0

1 110,000 88,707 21,293 21,293

合　　　 計 21 2,310,000 － － 223,532
※△は会派各自が負担しています。
※ 平成27年度は改選期のため、政務活動費の支出は議員1人あたり110,000円（平成
27年5月から平成28年3月まで月額10,000円）となっています。

　

平
成
27
年
度
の
各
会
派
の
主
な
使
途
は
、
他

自
治
体
へ
の
行
政
視
察
に
関
す
る
旅
費
や
研
修

へ
の
参
加
費
、
広
報
に
要
す
る
費
用
、
資
料
購

入
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
務
活
動
費
に
不

足
が
生
じ
た
場
合
は
、
各
会
派
所
属
議
員
に
お

い
て
負
担
し
、
年
度
末
に
残
余
が
生
じ
た
場
合

は
、
市
へ
返
還
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
収
支
報
告
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

産
業
用
地
に
転
換
さ
れ
る
農
地

に
特
化
し
た
作
物
の
振
興
策
な
の
か
、

も
し
く
は
市
全
体
の
農
業
振
興
策
な

の
か
。

答　

産
業
用
地
に
転
換
さ
れ
る
農
地

だ
け
で
は
な
く
、
市
全
体
と
し
て
の

農
業
振
興
策
に
な
る
。

問　

ど
の
よ
う
な
振
興
策
が
考
え
ら

れ
る
か
。

答　

市
内
で
は
、
ほ
う
れ
ん
草
等
、

か
な
り
優
れ
た
農
産
物
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
農
産
物
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
販
売
促
進
及
び
生
産

量
の
拡
大
に
結
び
付
け
た
い
。

問　
「
ふ
じ
み
野
市
産
」
と
い
う
Ｐ
Ｒ

を
し
、
独
自
の
販
路
を
つ
く
っ
て
い

く
の
か
。

答　

販
路
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
等
と

調
整
し
検
討
し
た
い
。

問　

農
家
の
後
継
者
不
足
解
消
を
含

め
た
検
討
を
。

問　

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
意
味
は
。

答　

学
校
と
地
域
が
協
働
す
る
仕
組
み

を
作
り
、
学
校
を
新
た
な
学
び
の
公
共

空
間
と
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
５
回
の
講
習
会
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
。

答　

後
継
者
対
策
も
踏
ま
え
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
販
路
の
拡
大
を
し
た
い
。

答　

す
で
に
同
事
業
を
推
進
し
て
い
る

横
浜
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
前
館

長
、
お
よ
び
学
識
経
験
者
を
講
師
に
お

招
き
し
て
、
全
国
の
事
例
を
参
考
に
研

究
し
て
い
く
。

問　

年
次
計
画
は
。

答　

今
年
度
は
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、来
年
度
モ
デ
ル
校
を
２
校
選
定
し
、

順
次
増
や
し
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

問　

学
校
運
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
の
か
。

答　

こ
れ
か
ら
選
定
を
行
っ
て
い
く
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
然
学
校
か
ら
の
意

見
も
反
映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
ま
で
学
校
を
支
え
て
き
て
い
た
だ

い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
評
議
員
、
学
校
応

援
団
と
い
っ
た
方
々
に
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
内
農
産
物

独
自
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

農政

地
域
と
と
も
に
学
校
を
つ
く
る

教育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業　

19
万
６
千
円

農
政
振
興
事
業　

１
０
２
万
6
千
円

議員の調査研究等に資するために必要な経費の一部として、議員 1人当たり月額 1万円を限度に
政務活動費が支給されています。政務活動費の使途は条例により厳格に定められており、また、収
支については、領収書を添え、報告することが義務付けられています。

駅
前
名
店
街
の
夕
日

駅
前
名
店
街
の
夕
日  

  

う
つ
り
か
わ
る
町
並
み

●Q　

当
時
の
商
店
街
の
成
り
立
ち
は
？

●A　

 

戦
後
（
昭
和
24
年
頃
）
商
店
街
組
織
が
形

成
さ
れ
、
霞
ケ
丘
・
上
野
台
団
地
の
開
発

と
と
も
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

●Q　

 

当
時
と
今
を
比
べ
る
と
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
？

●A　

 

鉄
道
・
団
地
の
開
発
と
と
も
に
人
の
流
入

が
増
え
、
商
店
街
が
華
や
か
に
賑
わ
い
ま

し
た
。
当
時
は
、
お
子
様
連
れ
で
買
い
物

に
来
ら
れ
る
方
々
が
多
く
、
商
店
街
に
子

ど
も
の
声
が
響
き
渡
り
活
気
が
あ
り
ま
し

た
。
今
は
、
そ
う
い
う
光
景
が
減
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

●Q　

 

未
来
に
向
け
て
理
想
の
商
店
街
は
？

●A　

 

商
店
同
士
が
協
力
し
合
い
地
域
を
盛
り
上

げ
て
、
昔
の
よ
う
な
子
ど
も
連
れ
の
お
客

様
が
多
く
来
ら
れ
る
賑
わ
い
の
あ
る
商
店

街
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

（単位＝円）

地域探訪

市内で生産されているブランドほうれん草「菜色美人」

編集委員が
訪ねました

取
材
先
：
駅
前
名
店
街
の
細
谷
健
一
さ
ん

昭和41年頃の地図（上福岡歴史民俗資料館所蔵）

昭和45年頃の様子（現在の上福岡駅前名店街）

地域の方による読み聞かせ

議 案 審 議
各常任委員会での質疑をまとめています。


